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第1回 5月26日

第1号議案 定款変更（案）について
第2号議案 令和4年度事業報告（案）について
第3号議案 令和4年度決算報告（案）について
第4号議案 諸規程の改正（案）について
第5号議案 評議員選任･解任委員の選任（案）について
第6号議案 理事･監事候補者の推薦（案）について
第7号議案 職員を兼務する常勤理事の給与額決定（案）について
第8号議案 令和5年度第1回評議員会の開催（案）について

5名出席
1名欠席

第2回 6月16日 第1号議案 理事長の選定について 全員出席

第3回 8月10日

第1号議案 足柄療護園太陽光発電システムの設置（案）について
第2号議案 足柄療護園ベッドの更新（案）について
第3号議案 令和5年度基盤整備小委員会の設置（案）について
第4号議案 令和5年度第2回評議員会の開催（案）について

全員出席

第4回 10月27日

第1号議案 令和5年度補正予算（案）について
第2号議案 令和5年度事業中間報告（案）について
第3号議案 令和5年度資金収支中間報告（案）について
第4号議案 監事退任に伴う監事候補者の推薦（案）について
第5号議案 評議員選任･解任委員の退任及び選任(案)について
第6号議案 諸規程の一部改正（案）について
第7号議案 令和5年度第3回評議員会の開催（案）について

6名出席

1名欠席

第5回 3月15日

第1号議案 令和5年度資金収支2次補正予算（案）について
第2号議案 令和6年度事業計画（案）について
第3号議案 令和6年度資金収支予算（案）について
第4号議案 足柄療護園ｺｰﾙ及び電話ｼｽﾃﾑの改修工事（案）について
第5号議案 諸規程の改正（案）について
第6号議案 令和6年度基盤整備小委員会の設置（案）について
第7号議案 令和5年度第4回評議員会の開催（案）について

6名出席

1名欠席

第1回 6月16日

第1号議案 定款変更（案）について
第2号議案 令和4年度決算報告（案）について
第3号議案 理事･監事の選任（案）について
第4号議案 役員等報酬規程の改正（案）について

6名出席
2名欠席

第2回 8月25日 第1号議案 足柄療護園太陽光発電システムの設置（案）について
第2号議案 足柄療護園ベッドの更新（案）について

7名出席
1名欠席

第3回 11月10日
第1号議案 令和5年度 補正予算（案）について
第2号議案 令和5年度 資金収支中間報告（案）について
第3号議案 監事の退任及び選任（案）について

7名出席
1名欠席

第4回
3月29日

第1号議案 令和5年度 資金収支2次補正予算（案）について
第2号議案 令和6年度 事業計画（案）について
第3号議案 令和6年度 資金収支予算（案）について

全員出席
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第1回 12月19日 太陽光発電システム着工の確認 3名出席･1名欠席

第2回 1月24日 太陽光発電システム引き渡し 2名出席･2名欠席

月 施設行事 法人･職員 地域･家族 他

4
ボーリング大会【足】
つぶらの公園外出･避難訓練【プ】

外国人技能実習生入国

5
運動会【足】／健康診断【足】【GH】
避難訓練／菖蒲湯【GH】
端午の節句【プ】

健康診断／ストレスチェック
外国人技能実習生配属
監事監査／理事会

家族会総会【足】
障害者スポーツ大会（知的）【プ】

6
ボッチャ大会【足】
避難訓練【全】
お散歩外出【プ】

プレアデス祭→中止
評議員会
職員会議

7
スポーツ大会･歯科検診【足】
七夕行事【足】【西】【GH】

「ふくらん」10周年
避難訓練【GH】

ふくらん10周年いずみ送迎【ふ】
生駒新宿地域夏祭り参加【プ】

8
すいか割り【足】
プレアデス夏祭り【プ】／薄荷湯【GH】

小田原短期大学実習受入【プ】
鎌倉女子短期大学実習受入【プ】

9
納涼会花火大会･カラオケ大会【足】
コロナワクチン接種4回目

避難訓練【足&セ＆GH】
職員会議【全体】

台河原ふれあいまつり【ふ】

10

カラオケ大会【足】
作品コンテスト【足･西】
外出「スタンプラリー」【プ】
日帰り外出･生姜湯【GH】
避難訓練【全】

秋まつり→中止
理事会
避難訓練【プ】【GH】

広町･山崎･和田河原秋祭り【ふ】

11

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種･健康診断【足･GH】
チョコバナナを作ろう会【足】
カラオケチャンピオン大会【足】
紅葉見学【プ】

評議員会
評価面接
職員健康診断

ふくらん内覧会･日向秋祭り【ふ】

12
クリスマス会【全】
仕事納め【西】
ゆず湯･年末年始イベント【GH】

避難訓練【足】 家族会 全体会【足】
県西地区文化事業【プ】
大掃除【GH】

1 鏡開き【足】

2
カラオケ･卓上大会･ボーリング大会【足】
節分行事【西】／バレンタイン企画【ふ】

生駒事業所家族参観日【プ】

3
夜間想定避難訓練【足】
ひなまつり【プ】／自分発表会【ふ】
よもぎ湯【GH】

理事会／評議員会
職員会議
夜間想定避難訓練【足】

プレアデス（生駒）内覧会【プ】
ちいきふくし博【足&セ&プ】
寺子屋プリン作り教室【ふ】

【足】足柄療護園･【西】県西福祉センター･【プ】プレアデス･ 【ふ】ふくらん･【GH】プレアデスホーム【全】共通
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常勤職員の退職者は8名､採用者3名で､非常勤職員を含めた職員総数は年度末で134名
であった｡

3月31日現在の各事業の配置職員は､指定基準を満たしている｡

4

職員数の推移(3月31日現在の職員数)

3月31日現在
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常勤

非常勤

常 勤 職 員 65名

非常勤職員 63名

嘱 託 職 員 6名

合 計 134名

令和5年4月より､多
機能事業所のプレア
デスを､プレアデスと
ふくらんの2つの単独
事業所としてスタート
した｡

令和6年4月1日現在

職種
足柄療護園 県西福祉センター プレアデス ふくらん プレアデスホーム

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

管理者 1名 1名 1名 1名 1名

サビ管 2名 3名 3名 1名 1名
(1名兼務) (2名兼務) (2名兼務) (兼務)

医師 6名 1名(兼務) 1名(兼務)

看護師 2名 12名 1名 1名(兼務)

生活支援員 26名 10名 8名 7名 13名 4名 2名 8名 12名 1名
(兼務) (兼務)

指導員 1名 1名

訓練担当 1名 2名 1名 1名 1名 1名
(兼務) (兼務） (兼務) (兼務) (兼務) (兼務)

世話人 12名 12名
(兼務)

その他 3名 6名

実職員数 34名 36名 11名 8名 14名 4名 5名 8名 1名 13名
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7月に昇給を行った｡また10月には最低賃金改定にかかわる対応を行った｡令和6年2月
より4か月間の処遇改善臨時特例交付金（介護職員処遇改善支援補助金）を活用した処
遇改善の実施をおこなった｡令和6年度6月からの新たな処遇改善加算の対応に向け検討
を行った｡

感染対策を行いつつ､おおむね計画通りに階層別に施設内研修を実施した｡変則勤務
により参加できない場合の対策としてyoutubeでの動画配信を行い参加率アップにつなげ
た｡ふくらんにおいては､外部講師による食中毒を含めたHACCP研修を実施した｡

5

①施設内研修実施状況

②スキルアップ研修実施状況（業務時間扱い･自由参加型）

③施設外自己啓発（SDS)

社会福祉士､介護福祉士の資格取得サポート（合格お祝い金制度）に7名が申請し6名が合
格した｡

職員研修 テーマ 講 師 対象者 参加者

5月10日 オムツ研修 日本製紙クレシア㈱ 新人 17

6月21日 防災研修 相日防災㈱ 全体 26

7月28日 虐待防止(身体拘束防止)研修 山岸施設長 全体 59

8月30日 愛着障害について 山崎由恵氏 中堅 22

9月13日 感染症について 遠藤医師 全体 29

10月13日 労働契約について あおば社会保険労務士法人 中堅 20

11月29日 薬について わかば薬局 薬剤師 新人 17

12月20日 権利擁護研修 柴田理事長 全体 88

1月25日 ボディメカニクス 大野理学療法士 中堅 15

3月13日 救命救急 小田原消防 全体 14

日程 テーマ 講 師 参加者

5月29日 嚥下について 猪川言語聴覚士 20

2月1日 防犯研修 松田警察署地域課 16

④施設外研修受講状況 （22企画延べ34名参加）

内 容 参加者 主 催

全国身体障害者施設協議会研究大会 in高崎 山岸直広･西川晃平･石井大資 全身協

全国知的障害福祉関係職員研究大会 山梨大会 古沢史美 知的福祉協会

サービス管理責任者 基礎研修 大賀(多)･松橋･山岸(里)･宮﨑健 神奈川県

相談支援従事者 初任者研修 山岸里子･松橋仁江 神奈川県

強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】 金子祐樹 (福)藤沢育成会

強度行動障害支援者養成研修【実践研修】 新井千草 (福)藤沢育成会

スーパーバイザー研修 迫田建一 神奈川県社協

新任福祉･介護施設等職員合同交流･研修会 小野田美夢 神奈川県社協

新任職員人権研修 小野田･高見沢･日吉 県知的連合会

中井やまゆり園 栄養管理研修会 鍵和田美絵子･鈴木眞琴 中井やまゆり園

防火管理者 講習 奈良場純一･山口勇人･廣石覚之 小田原消防

技能実習責任者講習 奈良場純一 ㈱ウエルネット

主な外部研修参加状況
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新たに理事長と各部署との定期的な会議である「部門別会
議」を開始した｡各委員会ではその活動を通じ､リーダーシップ
の発揮をはじめとした､職員の能力開発と組織運営への参加を
はかった｡

会議･委員会開催状況

名 称 内 容 開催数 メンバー

職員会議
施設運営及び職員に係る事項について提起
し､職員間の意思疎通をはかる

2回 全職員

経営会議
法人目標の進捗の把握と各施設の運営状況を
把握し､目標達成のための行動を決定する

6回 理事長､平田､山岸､田中

運営会議
施設運営及び職員に係る事項について検討
し､組織の一体化を推進する

5回
理事長､田中､山岸､平田､行待､
石川､奈良場､大賀､川西､根本

部門別会議
足柄療護園､県西福祉センター､プレアデス
（ホーム）､ふくらんの拠点ごとに毎月開催

48回 理事長と各拠点責任者等

わくいき委員会
（日中活動）

クラブ活動や施設外活動､イベント等の企画･検
討を通じ､充実した生活の実現を目指す

4回
◎鈴木眞､宮﨑､西川晃､金子亜､
森本､真田､竹井､神羽

さくさく委員会
(業務改善）

業務の効率化を実現し､職員の負担を軽減し､
より充実した利用者支援につなげる

4回
◎岩田､山岸里､柘植､藤田､
金子亜､岸､鍵和田､(石川､山口､
廣石）

権利擁護委員会
成年後見制度利用状況の把握､身体拘束の把
握､虐待が疑われるケースの検証等を行う｡

4回
◎山岸､平田､行待､石川､山口､
廣石､小林､大賀､川西､増田

リスクマネジメント
委員会

利用者が生活を送る上での安全安心確保と事
故の防止をはかる｡各種マニュアルの整備｡

4回
◎迫田､石川､佐々木､鈴木匠､
山岸里､西川奈､武藤､奈良場､
大澤､NS､（山岸､平田）

ボランティア
委員会

ボランティアの誘致､受入れ及び対応にかかわ
ることについて検討する

4回
◎阿部達､森本､加藤､神羽、
橋本､新井､大熊

研修委員会
職員の研修にかかわること､研修会の企画･開
催について検討する

4回
◎丹羽､真田､岸､安武､武藤､
七海､土屋

衛生委員会
労働災害及び疾病の防止対策を行い､快適な
作業環境の実現を促進する

11回
◎田中､野村Dr.､鈴木匠､西川奈

加藤､安武､金子祐､根本､(山岸)

広報委員会
広報誌『やまぶき』の編集･発行を行う｡広報に
かかわることについて検討する

3回
◎石井､西川晃､鍵和田､竹井､
猪川､湯田､笹尾､古沢､大熊

BCP対策
プロジェクト

BCP（事業継続計画）の策定を目的に開催す
る｡また､BCPについて職員への周知徹底を行
う｡

4回
理事長､田中､山岸､平田､行待､
石川､佐々木､奈良場､大賀､川
西､根本

短期入所
検討会

短期入所利用者情報の共有と受入にかかわる
業務等の調整を行う

12回
◎増田､山岸（直）､石川､宮﨑､
谷口､NS､（佐々木･山口･廣石）

食のあり方
検討委員会

ソフト食の提供にかかわる課題の整理や食事
観察の必要な方の支援を行う

4回
◎猪川､石川､山口､廣石､杉山､
西山NS､村田､（山岸､平田､佐々
木）､日清医療食品

6

職員会議
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委員会名 委員長 実 施 報 告

権利擁護

委員会

山 岸 虐待ケースの検討､身体拘束解除に向けた取り組み､成年後見制度利用促
進､職員人権チェックの実施など権利擁護促進に取り組んだ｡
身体拘束ゼロに向け､残りの1項目について法人全体での対応を検討した｡
南足柄市社協の安心サービスによる､現金管理をすすめた｡
職員人権チェックを実施し､結果は人権擁護研修にて周知した｡

リスク

マネジメント
委員会

迫 田 リスクマネジメント報告書､ヒヤッと共有書について､内容の確認を行うとともに
重大事故防止に向け対策を行った｡
リスクマネジメント報告書の管理方法の検討を行った｡
プレアデスのリスクマネジメントマニュアルの内容について更新した｡

ボランティア
委員会

阿 部 足柄療護園のボランティア数の目標を500名として取組んだが268名であった｡
学生向けにポスターを作成し募集したが､学生のボラ数は21名であった｡
地元いずみ自治会と連携し10月より日中活動への協力の参加を得た｡
プレアデスではイベント等の際にご家族に声掛けし､活動に協力いただいた｡

研修委員会

丹 羽 計画通りに全体研修5回､新任研修2回､中堅研修2回の研修を開催した｡
ＺＯＯＭ活用の開催を基本とし参加しやすいようにするとともに､youtubeでの
動画配信により参加率の向上を目指した｡
研修日程を早めに決定し委員のスケジュール調整を行い円滑に運営した｡

衛生委員会

田 中 年2回の定期巡回を実施し､職場環境改善に向け修繕が必要な物について修
理依頼をおこなった｡健康診断並びにストレスチェックの結果を確認し､各事業
所の健全化を目指せるように､報告するとともに､健康の自己管理に関する情
報提供を毎回提供し､現場での共有を図った｡

広報委員会

石 井 年間を通してやまぶきの発行に努め､計画通り年3回発行した｡
移設してスタートしたプレアデスの情報やコロナの5類への移行後の様々な活
動の様子や太陽光発電システムの整備など特集で最新情報を紹介した｡
県西福祉センターの利用者アンケートの結果など各事業所の情報も掲載した

食のあり方
検討会

猪 川 食形態の提供と摂食嚥下機能の評価をもとに安全な食事の提供を行った｡
「食事観察依頼書」を用いて､言語聴覚士による観察を実施し､個別の摂食嚥
下面の確認と支援方法の検討を行った｡
補助栄養を活用し､高齢化に伴う低栄養状態の予防に努めた｡

BCP対策
プロジェクト

令和6年度から全事業のBCP（事業継続計画）の策定が義務付けられたことか
ら､各事業所から代表者を参集し､計画の作成を進めた｡
令和5年10月に全事業所のBCPの策定が完了した｡
職員会議において､BCPに係る研修を実施し､職員への周知を行った｡

委員会活動報告
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健康診断は､5月10日に職員115名に対し行い､精密検査該当の職員は24名であった｡夜
勤従事者（36名）は11月に医師による健康診断を実施した｡また､健康保険加入職員39名に
対してストレスチェックを実施した｡ 衛生委員会において､施設内の巡回チェックシートによ
り職員労働環境の定期確認を実施した｡
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A.地域別入所者数：県西地区が41名(70.6％)を占める｡

男性36名
62.0％

女性22名
38.0％

B.在所期間：20年を超えた方が16名で27.5％｡

C.疾患別原因：脳性マヒの方が41%

（前年36.7%）

D.障害支援区分：区分6 が86.2%

（前年87.6%）｡

8

59名でスタートし病状の悪化などにより長期での入院治療が必要となるなど4名が退所し､3
名が新たに入所し年度末では58名となった｡近年20年以上在籍されている方の退所が目
立っている｡引き続き感染対策を徹底し運営していく中､7月にコロナ感染症が発生したものの
拡大することなく収束できた｡1カ月を超える入院が多く､年間で延べ698日と多かった｡

男性が36名（62.0％）｡エリア 男 女

県 西 25 16

湘南西部 6 1

県 央 1 4

湘南東部 1 1

横須賀三浦 1

横浜 1

県外 1

36 22

男 女 計

1年未満 2 1 3

3年未満 5 2 7

5年未満 5 2 7

10年未満 2 7 9

15年未満 7 4 11

20年未満 4 1 5

20年以上 11 5 16

男 女 計

区分6 29 21 50

区分5 4 1 5

区分4 3 0 3

区分3 0 0 0

疾患名 男 女 計

脳性小児麻痺 11 13 24

脳血管障害 10 3 13

脳挫傷 7 0 7

脊髄損傷 3 0 3

脳神経疾患 2 0 2

その他 3 6 9

合 計 36 22 58

脳性まひ

41% 区分6

86.2%

12%

41%
脳血管障害

その他
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入
院
外
泊
日
数(

日)

延
べ
利
用
者
数(

人) 区分６

区分５

区分４

入院外泊

利用者一人ひとりのニーズを伺いながら､どのような施設生活を送りたいか確認し個別支援
計画に反映した｡意向を伺うことが困難な方に対しては､ご家族や関係者からの聞き取りや担
当職員より提案するなど､より良い生活になるよう計画を作成し対応した｡

一度の入院期間が長期となる方が多く､年間の入院日数が698日となり昨年の474日を大きく
上回ることとなった｡それに伴い､利用日数も前年を100日以上下回り21,045日となった｡支援量
が増加していたことから､退所を機に支援量のバランスをみながら､病院や他の障害者施設､通
所や短期入所利用の方などから新たな入所者調整を行った結果､区分6の利用者数は661日
減となった｡

E.年齢別：平均年齢は59歳4ヵ月｡70歳以上は12名｡

利
用
者
数(

人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年

区分6 1,456 1,484 1,491 1,547 1,604 1,557 1,561 1,470 1,487 1,492 1,395 1,540 18,084 18,745

区分5 150 152 150 155 155 150 155 150 155 155 145 155 1,827 2,023

区分4 90 93 90 93 93 90 93 90 93 100 116 93 1134 385

区分3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 1,696 1,729 1,731 1,795 1,852 1,797 1,809 1,710 1,735 1,747 1,656 1,788 21,045 21,153

入院外泊 74 101 65 39 8 3 51 90 115 89 68 23 726 519

0

5

10

15

20

平均
年齢

男 62歳3ヶ月

女 54歳8ヶ月

男女 59歳4ヶ月

最少年齢 24歳0ヶ月

最高年齢 83歳9ヶ月

30未満 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 65歳～ 70歳～

男 0 1 3 13 7 2 10

女 2 2 3 5 5 3 2
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実利用人数

登録者31名（前年38名）に対し､実利用28名（前年32名）年間延べ1,409日（前年1,365日）の
サービス提供を行い､平均ベッド稼働率は64.2%（前年62.3%）であった｡コロナ発生に伴う利
用控えは徐々に解消してきたものの稼働率の低迷が続いている｡コロナ禍においては感染対
策から原則居室での対応としていたが､コロナの5類移行後はすべて制限を解除し対応した｡
令和5年度より重度障害者の受入れ対して神奈川県及び各市町村によるサポート事業〔補
助事業〕が開始され､500万円を超える収入を得た｡

A.利用実績：ベッド稼働率は64.2%で､延べ利用日数は1,409日であった｡

B．域別利用状況：小田原市が45％を占める｡ C. 障害支援区分別
区分5と6で約92％を占める
平均障害支援区分は5.41

 （前年5.35）
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障害支援区分(利用日数)

地域拠点事業所配置事業「あんしんネット」の補助事
業は14年目となり､13名(前年20名) の登録､実利用10

名の方に対し延べ136名579日（前年176名678日）の
サービス提供を行った｡
また､県からの受託事業である「地域ネットワーク強化
事業」において､圏域の関係機関との会議を通じ連携
強化をはかったが､令和5年度をもって契約は終了と
なった｡

障害支援区分(利用日数)
※上記内数

区分6

87.6%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

前年度 143 135 130 132 93 134 64 138 16 113 139 128 1,365

今年度 108 147 114 115 108 123 118 131 131 114 108 92 1,409

実利用 19 17 17 20 16 20 19 19 17 15 17 15 28

稼働率 60.0% 79.0% 63.3% 61.8% 58.1% 68.3% 63.4% 72.8% 70.4% 61.3% 62.1% 49.5% 64.2%

利用日数

小田原市 637

開成町 194

山北町 186

箱根町 175

大井町 93

湯河原町 53

南足柄市 38

松田町 33

合 計 1,409

日数

区分6 812

区分5 473

区分4 43

区分3 65

区分2 16

日数

区分6 507

区分5 65

区分4 2

区分3 5

区分2 0

区分6

58%
34%

0 500

地域別利用実績

(利用日数)

11%

区分5
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コロナの5類への移行後のクラブ活動は､ほぼ制限なく1階と2階の利用者交流も含め開催し
た｡ 6つのクラブ活動等を延べ86名のボランティアの協力を得て開催し､265回（前年324回）､延
べ2,519名（前年2,610名）の参加が

クラブ活動等の実績及び各大会実績

法人全体で取り組む「秋まつり」は中止した｡季節
ごとのイベントは､わくいき委員会を中心に､7企画を
開催し､参加者は323名であった｡クリスマス会では
利用者と職員の混合チームによる歌と演奏が披露
された｡

月 イベント 参加数

7月 七夕会（職員よる紙芝居） 47

8月 スイカ割り 48

9月 納涼会（花火大会） 51

11月 チョコバナナ 44

12月 ｸﾘｽﾏｽ会（利用者･職員演奏） 48

1月 新春（琴演奏+お汁粉） 46

2月 節分会（ボーリング大会） 39

クラブ名 回数 参加 平均

カラオケクラブ 147 1,392 9.5

卓上クラブ 54 414 7.7

スポーツクラブ 9 172 19.1

パソコン 36 299 8.3

創作クラブ 13 217 16.7

陶芸クラブ 6 25 4.2

合 計 265 2,519 9.5

 

施設外活動は､16回で37名が参加し､買い物外
出には38回76名が参加した｡感染対策から短時間
の外出としていたが､8月からは昼食をはさむロング
コースの外出を加え､ショートかロングどちらかを選
べるようにし､外出先もカラオケ､映画､水族館など
も追加し徐々にコロナ前に近づいている｡

イベント開催状況

外出実施状況

カラオケ大会

4月12日 参加10名/観客18名

9月21日 参加11名/観客9名

10月5日 参加8名/観客23名

10月25日 参加13名/観客16名

11月22日 参加12名/観客18名

卓上ゲーム大会

2月4日間 18名参加

スポーツ大会

4月26日 ボーリング 参加33名
5月18日/24日 運動会 参加43名
6月15日/29日 ボッチャ 参加38名

作品コンテスト

10月18日～10月31日 応募数168作品44名の投票により選考

あった｡手づくり教室などの創作的
活動は人気が高く､材料費が有料
でも参加者が多かった｡

外出先 人数 回数

わんぱくらんど 15 7

平塚総合公園 6 2

フラワーガーデン 4 2

新江ノ島水族館 3 1

カラオケ（まねきねこ） 3 1

お花見（春木径） 3 1

地球博物館 2 1

映画（コロナワールド） 1 1

買い物先 人数 回数

シティーモール 57 29

ダイナシティ･ヨーカ堂 19 9
7月より中止していた「飲酒サービス」について､
毎週金曜日17時半からの提供を再開した｡
ふくらんの利用者による喫茶コーナーの営業を

12月より毎週木曜日午前中に限り再開した｡

11

ふくらん
喫茶営業再開
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生活介護
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6. ( )

 (1) (3.31 ( 25 / 15 / 25 )

生活介護の定員を30名から25名に変更し事業所合計定員を40名としてスタートした｡登録者
数は76名（年度初め76名）で､職員の体調不良や職員の補充の遅れなどによる営業休止によ
り､通所介護を含めた利用人数は7,421名と前年（8,057名）を7.8％下回った｡令和6年度から生
活介護においてはサービス提供時間区分によるサービス報酬単価設定となることに伴い､サー
ビス提供時間の延長が急務である｡

①地域別利用者延べ数 (小田原市42%､南足柄市30%) ②生活介護利用者障害支援区分

12

平均障害支援区分 5.0(前年4.8)生活 就労 通所

介護 継続 介護

小田原市 1,368 1,564 171

南足柄市 764 1,226 264

大井町 347 375 46

山北町 300 249

開成町 325 47 50

秦野市 132

松田町 97

湯河原町 53

箱根町 43

合計 3,429 3,461 531

利用
人数

区分6 1,441

区分5 1,048

区分4 537

区分3 341

区分2 62

31%

10%

42%
16%

【生活介護事業】

【通所介護事業〔介護保険事業〕】

【就労継続支援Ｂ型事業】

登録38名
✤営業休止の影響から利用人数は3,429名と前年度の4,233名を18.9%下回った｡1日平均
12.1名（前年度13.7名）であった｡入退所状況は､新規1名､退所4名であった｡

✤登録者は7名から9名に増え利用人数も531名と前年の255名から倍増し､1日平均2.0名（前
年0.8名）となった｡新規利用は4名､退所2名であった｡

登録29名
✤利用人数は3.0％減の3,460名（前年度3,569名）となったものの､1日平均12.7名(前年度
11.6名)となった｡新規1名､退所2名であった｡

③疾患別原因：障害の原因が多岐にわたっている

脳血管障害

脳性麻痺 脊損 外傷

その他

生活 就労

介護 継続

脳血管障害 7 18

脳性麻痺 15 3

頭部外傷 5 1

脊髄損傷 3 1

その他 8 6

合 計 38 29

0 1000 2000

区分6
区分4

区分5
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ふくらんと軽作業との連携をはかり作業受注を効率的に運用した｡大口の作業受注がなくな
り､月平均工賃は8,428円（旧計算方法3,286円）と前年度の10,902円（同4,485円）を大きく下
回った｡

相談件数は合計で43件であった｡通所の相談事業所からの
相談は介護保険の居宅介護支援事業所からの相談が多いが
実利用につながらないケースも多い｡
サービス利用計画作成は全体で49名で､内訳は足柄療護園
入所者41名､在宅サービス利用者8名である｡

生活介護相談 2件

就労継続相談 1件

通所介護相談 8件

入所相談 17件

短期入所相談 15件
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利用日数

職員の体調不良や職員の補充の遅れなどによる営業休止により､営業日数が前年より生活
介護で36日､就労B形で24日減った影響で､合計利用人数は7,421名（前年8,057名）と大幅に
減少した｡平均利用人数は営業日数が減った関係で26.9名（前年度26.2名）となった｡

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年

生活介護 320 368 331 301 299 279 291 230 262 260 237 251 3,429 4,233

就労継続 295 330 303 294 312 252 305 298 281 268 252 271 3,461 3,569

通所介護 40 44 29 23 32 42 56 44 55 48 54 64 531 255

合 計 655 742 663 618 643 573 652 572 598 576 543 586 7,421 8,057

平 均 28.2 30.3 28.7 25.6 25.4 27.4 26.6 27.0 28.7 28.9 26.1 28.2 27.1 26.2

営業日 25 27/24 26/22 26 27/26 21 26 23/19 21 20 21 21 284/272 308

生活介護では「絵本タイム（3回）」や石垣島とオンラインで
つないだ「フラダンス教室（5回）」の活動を実施し､定期的に
開催することで参加者数も増え定着してきた｡また土曜日営
業を活用し､漁港の駅TOTOCO小田原など5か所に9名の外
出を行った｡

利用相談件数

絵本タイム
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令和5年度から生駒に移転して「ふくらん」と分離し単独事業所としてスタートした｡
生活介護の定員5名増に対し､新規利用者獲得に取り組み､平日は定員一杯までの利用者
獲得でき､年間利用者数は､コロナ感染者の発生で営業日数が少なかった前年を大きく上回り
5,338名（前年4,749名）､1日平均14.8名（前年度13.8名）の実績となった｡1月から2月にかけ
て､プレアデス､プレアデスホームでのコロナ感染発生により施設利用に影響があった｡

【生活介護事業】

【日中一時事業】

✤登録者24名でスタートし､9月､10月､2月にそれぞれ1名ずつ計3名が新規に利用を開
始し､3月末時点で27名となった｡障害支援区分は平均で5.44名（前年5.41名）であった｡
不慣れな新たな事業所での利用が始まり不適応が心配されたが､昨年度から新しい建物
の下見や活動の移行が功を奏し､大きな混乱もなく移行することができた｡4つのコンセプ
トグループに別れ少人数での活動をメインにしたことで､各利用者が自身の持つポテン
シャルを充分に発揮されながら意欲的に活動に参加した｡

✤15名の登録者に対し､昨年度を上回る2,559日（前年2,427日）のサービス提供を行っ
た｡サービス提供時間は昨年度に引き続き16時から17時までの短時間の提供とした｡環
境設定を行い､各利用者の視覚､聴覚等の刺激を軽減させたことにより､利用者間のトラブ
ルが減り､一人ひとりの自由度が増し､リラックスして過ごせるようになった｡

10.0

15.0

0

250

500

利
用
日
数
（日
）

平
均
利
用
人
数(

人)

平均
利用人数

利用日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年

生活介護 438 463 443 437 464 463 454 462 450 427 365 472 5,338 4,749

平 均 14.6 14.9 14.8 14.1 15.0 15.4 14.6 15.4 15.5 15.3 12.6 15.2 14.8 13.8

営業日 30 31 30 31 31 30 31 30 29 28 29 31 361 360

日中一時 210 225 227 202 237 215 223 220 206 201 181 212 2,559 2,427

①地域別利用者数 ②生活介護登録者の
平均障害支援区分は5.44

         （前年5.41）
生活
介護

日中
一時

身体障害 1 1

知的(重度) 20 10

知的(中度) 4 3

知的(軽度)

精神障害 2 1

その他

合 計 27 15

③障害種別

55％34％

11％

障害区分

6 2,953

5 1,809

4 576

区分6

生活 日中

介護 一時

南足柄市 3,898 2,327

小田原市 671 232

山北町 245

秦野市 227

箱根町 159

平塚市 138

合 計 5,338 2,559
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(6)

15

18件（前年12件）の相談があり､プレアデス（生活介護）では
近隣グループホームの入居者の日中の生活活動の場として4

件の相談があり2名が新規利用につながった｡ふくらん（就労B

型）でも2名が利用を開始した｡継続的にモニタリングを行う計
画相談の対象者は13名である｡

生活介護相談 8件

就労継続相談 5件

入所･GH相談 5件

その他 0件

チャレンジ遠足

地域生活（グループホームでの生活）を実現するための力を
養うことをテーマに「身体機能の維持」「生活リズムの構築」
「ADL向上」「コミュニケーション能力の向上」の4種類のニーズ
別にグループを編成し､少人数制の活動を軸にして活動する
ことにより､今まで以上に利用者の集中力が向上し､一人ひとり
が自身の力を発揮できる環境とすることができた｡

運動する機会を増やしたいという保護者のニーズに応え､グ
ループ別で施設近隣を散歩する時間を作り､あわせてゴミ拾い
を行うことで､利用者が地域に貢献する機会を設けた｡また､初
めて運動会を南足柄市営体育館で実施した｡

新たな地域交流活動として開催した「スタンプラリー」では､
地域の公共施設やお店に協力を依頼し､地域に根差した事業
所を目指すきっかけを作った｡紅葉シーズンに合わせ最長片
道5㎞の道のりを大雄山最乗寺まで歩くチャレンジ遠足を実施
した｡

グループ別の日中活動

コミュニケーション能力の向上を目的に神奈川県知的障害者連合主催の「あおぞら意見
交換会」に3名の利用者が参加し､他法人利用者と意見交換を行った｡

9月から3名の利用者があまつぼホームの空きスペースを利用して洗濯や掃除の練習を
開始し､より実践的な生活体験を提供している｡

重度障害者が多く利用するプレアデスは「自分が希望する地域で暮らす想いを支える」こ
とをコンセプトに「グループホーム入居準備特化型生活介護施設」を掲げ､新たな地で生ま
れ変わり運営をスタートした｡この機に､利用者個々の可能性を細かく可視化することを目的
として「すばる式生活力評価スケール」を独自に考案し､個別支援と連動する形で活用を開
始した｡

障害児者･者とその家族が地域で安心して暮らせるように支援する大井町の団体「かざみ
どり」の見学の際に「すばる式集団生活力評価スケール」のサンプルを配布したことをきっか
けに､小田原支援学校の高校1年生の見学が急増している｡また､県西地区施設長会にて､
「すばる式集団生活力評価スケール」をプレゼンしたこともあり､各施設より問い合わせが増
え､注目を集めている｡

利用相談件数
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令和5年度よりプレアデスの就労部門から独立し単独型となり､同時に事業所の名称も「ふく
らん」に変更し運営をスタートした｡単独化を機に職員配置や利用者作業の見直しをはかり､効
率的に業務が進められるよう改善を行った｡前年度より､単独型事業所に向けての施設外就労
や清掃業務･送迎の見直しなどを行っていたため､スムーズに移行できた｡11月に相談支援事
業所とご家族向けの内覧会を開催し､これまでの歩みや今後の展望について紹介した｡

①地域別延べ利用者数

【就労継続支援Ｂ型事業】

✤就労B型の年間利用者数は､7,065名（前年6,835名）､1日平均19.6名（前年度19.1名）の
実績であった｡1月に4名の方がコロナに感染､同時期にプレアデスホームでのコロナ感染発
生により利用に影響があった｡登録者は年度初めより2名加わり35名でスタートし年度末でも
35名であった｡

平均工賃の計算方法が変わり2万円を超え21,996円（前
年21,984円）となった｡令和6年度より能力別の評価による
工賃の支給方法に変更するよう準備をすすめた｡

利用日数

南足柄市 2,524

小田原市 1,956

開成町 984

大井町 484

箱根町 335

大和市 230

山北町 223

二宮町 177

松田町 130

川崎市 22

合 計 7,065
0 1,000 2,000

南足柄市35.7％
（前年32.9％）
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20.0

25.0

0

250

500
利
用
日
数
（日
）

平
均
利
用
人
数(

人)

平均
利用人数

利用日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年

就労B 604 629 632 627 617 605 631 604 570 467 534 545 7,065 6,835

平 均 20.1 20.3 21.1 20.2 19.9 20.2 20.4 20.1 19.7 16.7 18.4 17.6 19.6 19.1

営業日 30 31 30 31 31 30 31 30 29 28 29 31 361 358

就労B

身体障害 2

知的(重度) 8

知的(中度) 16

知的(軽度) 5

精神障害 4

その他

合 計 35

②障害種別

R5年度 R4年度

月額
（円）

21,996

（12,741）

21,984

（11,968）

カッコ内は旧計算方法



(4) 

(5) 

昨年度はテレビ放映の影響から店舗の売上を大きく伸ばしたが､令和5年度は店舗販売のマ
イナス分を外販でカバーし､総売上は2112万円と前年の2111万円を上回った｡一方で運送費
や原材料費のさらなる高騰により12月に商品の値上げを行った｡

10周年セールにおいては､10周年にちなんだセット商品の販売を増やしたこともあり､いずみ
自治会の先行販売も含めると4日間で60万円の売上があり過去最高の売上となった｡外販では
ラスカ小田原での2度の出店やコロナウイルスの5類移行後には出店依頼が増え､市内11自治

会の夏祭りや秋祭りでの販売も行った｡値上げの影響で小田原百貨店への納品は中止となっ
たが､新たに箱根強羅のホテル「箱根本箱」や鈴廣かまぼこが加わった｡山北町にある「瀬戸合
同会社」の依頼を受け､すっぽんエキスを使用した「すっぽんサブレ」を開発し納品を開始した｡
さらに､通信販売強化のため「スイーツモール」への出店､ふるさと納税の販売先を増やした｡

南足柄内の小学校2校の見学を行い地域の学校との連携
を深めた｡3月には南足柄市社会福祉協議会が企画したイ
ベント春休み寺子屋で「ふくらんプリン作り教室」を行った｡
市内の小学生12名が参加しテラコッタプリン作りを行い､ふ
くらん利用者2名も先生役として参加した｡
昨年利用者が通所時に交通事故にあったことを受け､6月
に「交通安全」をテーマに､12月にはスマートクロックを活用

17

◆年度別販売実績（単位：千円）

部門 売上 構成比 販売数 前年売上

シュー 3,577 34.7% 15,556 4,009

プリン 3,076 29.8% 10,951 4,104

焼菓子 971 9.4% 4,813 981

たまご 1,313 12.7% 3,350 1,019

その他 1,371 13.3% 4,650 1,409

◆店舗部門別販売実績(レジ集計値）（単位：千円）

シュー
クリーム

プリン

焼菓子

たまご

※レジ集計値なので､現金売上金額とは若干異なる

プリン作り教室（南足柄市社協）

その他

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

店舗 10,026 9,945 9,371 8,506 8,013 7,797 8,665 8,633 9,697 11,253 10,596

外販 3,256 7,467 7,727 6,979 6,054 5,856 6,340 1,709 2,680 1,907 3,934

受注 1,043 970 1,586 4,540 3,410 3,390 3,516 4,412 6,779 7,628 6,495

通販 298 331 98

合計 14,325 18,382 18,684 20,025 17,477 17,043 18,521 14,754 19,454 21,119 21,123

0

5,000

10,000

15,000

20,000

店舗販売

外販

受注販売

した「節電方法」について､利用者研修会を開催した｡また､恒例の「自分発表会」では利
用者が司会を担当するなど､利用者が主体的に取り組めるように工夫し開催した｡



9  31 )

18

②障害支援区分別人数

定員32名でスタートし､年度末で1名減員の31名とした｡入居者は出入りはなく30名で推移
した｡利用者の高齢化の影響から医療機関への通院が増えている｡また個別の理由により日
中支援事業所への通所ができず3名が日中もグループホームで生活を継続している｡コロナ
ウイルスの5類への移行後も感染対策を継続していたが5名の罹患者が発生した｡
外出を含む行事･イベントなどの内容の見直し､外出回数を増やしたりこれまで中止してき
た企画なども再開した｡

男性23名

女性7名

③月別利用人数実績

①入所者の性別及び人数

8月に酒匂川花火大会に15名が､10月には9名が日帰り外出
でカップヌードルミュージアムに出かけた｡また､棟ごとにマクド
ナルドやラーメン店へ外食に出かけ､利用者同士コミュニケー
ションを楽しみながら食事ができ好評を得た｡
毎月誕生会イベントを開催するとともに､年末年始には余暇
活動でカラオケやボーリングなどに出かけた｡

あまつぼ やまさき 合計
区分 男 女 計 男 女 計 男 女 計

6 1 2 3 1 2 3

5 1 1 3 1 4 3 2 5

4 4 2 6 4 2 6

3 1 1 11 11 12 12

2 1 1 2 1 3 3 1 4

1

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

区分6 90 93 90 93 93 90 93 90 93 93 87 93 1,098

区分5 105 110 106 108 111 102 141 135 135 129 124 111 1,417

区分4 240 248 239 186 186 197 186 180 186 184 174 159 2,365

区分3 325 321 321 370 365 359 368 347 355 354 346 370 4,201

区分2 119 118 120 121 119 116 120 118 118 111 115 124 1,419

利用日数 879 890 876 878 874 864 908 870 887 871 846 857 10,500

入院日数 3 10 7 31 32 13 0 8 9 0 0 53 166

外泊日数 18 30 17 21 24 23 22 22 34 49 24 20 304

前年 879 890 876 882 874 864 908 870 887 881 846 822 10,479

800

900

1000

R4

R5

23%

14%

13%

40%

10%

②障害支援区分別

  利用構成

区分3

カップヌードルミュージアム

区分4
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足柄療護園では年度当初から徐々に日中活動にかかわるボランティアの受入れを再開し
活動数は268名（前年49名）であった｡いずみ自治会との連携も再開し40名の協力を得た｡プ
レアデスにおいては紅葉見学等イベントでのご家族の協力など25名の活動数であった｡

エンジョイ
サポート

身体介助
にかかわる支援

利用者参加型の
イベントや公演

アクティブ
サポート

リビング
サポート

ライフ
サポート

利用者活動の支援

生活にかかわる支援

利
用
者
の
生
活

85人

129人

54人

0人

ボランティア活動述べ数

利用者の生活面から､ボランティ
アの活動を四つの階層に区分し､
それぞれの階層ごとにボランティ
アの活動を誘致している｡

リビングサポート235

アクティブサポート

エンジョイサポート

529

705

870

997

1150

1155

1203

1440

1435

1296
1317

1366 1354

1490

1187

67

ハワイアンをはじめとした音楽系の
イベントは､12回の公演に456名の利
用者が参加した｡その他､人気のドッ
グセラピーも再開し､ネイルアートにお
いては横浜のネイルスクールと連携し
定期的な訪問が始まった｡合計で30

回（ボラ138名）の公演で776名の参加
があった｡

69

令和5年5月8日から5類感染症に移行した
が､クラスターの発生はないものの感染の発
生回数は15回と前年の12回を上回り､徹底
した感染対策を行った｡感染対応期間の事
業の休止は行わなかった｡
ワクチンついては､8月に6回目､3月に7回
目の接種を行った｡

コロナウイルス感染状況（感染対応を行ったもの）

49

268

事業所 感染対応期間
感染者数

利用者 職員
足柄療護園 2023/6/3～6/18 1

足柄療護園 2023/7/10～7/26 1 1

足柄療護園 2024/2/15～2/28 1

足柄療護園 2024/3/5～3/19 1

足柄療護園 2024/3/25～4/8 1

県西福祉センター 2023/8/14～28 1

県西福祉センター 2023/11/28～12/12 2

県西福祉センター 2024/1/28～2/9 1 1

県西福祉センター 2024/2/17～3/4 3 2

プレアデス 2024/1/20～2/7 4

プレアデス 2024/2/9～3/6 2 3

ふくらん 2023/7/10～7/17 1

ホーム〔あまつぼ〕 2024/1/22～2/1 1

ホーム〔あまつぼ〕 2024/2/8～18 1

ホーム〔カペラ〕 2024/1/22～2/10 3 1

合 計 21 11

19

催事 参加 様子 催事 参加

ハワイアン
ｶﾏｶﾊﾜｲｱﾝｽﾞ

77名 フラダンス
ロドリゲス

75名

/2回 /5回

ピアノ＆ドラム
ピクルス

67名 絵本タイム
とんちゃん

69名

/2回 /4回

主なイベント（参加者数順）



(2) 

 (3) 

通院数は年間356件（前年363件）､入院数は入退院
を繰返す方が多く､長期入院のケースが見られ698日
（前年462日）と増加し施設生活に戻れず退所される

ケースも発生した｡毎月の歯科検診において口腔ケア
の指導を受けることで2次的感染を予防することができ
た｡

丁寧なモニタリングを行うことで､訓練目標を明確にし､リハビリ実施計画書･モニタリング書
にもとづいた個別リハビリを実施した｡利用者の心身機能の変化やモニタリング内容の把握
及びリハビリによる効果を評価することを目的に､リハビリ担当者会議を毎月開催した｡

20

入所者の日常的処置実績
通院 入院

人数 延人数 前年 延人数 日数 前年

歯科 32 97 99

内科 15 38 56 6 160 249

脳神経外 12 54 49 35

精神科 6 31 47 1 53 43

神経内科 8 38 40

泌尿器科 3 14 15 2 65 26

整形･形成 11 24 14 4 87 60

皮膚科 3 9 12

外科 2 2 6 2 110 49

眼科 1 9 4 2 6

耳鼻咽喉科 3 5 2

その他 20 35 19 7 217

合計 356 363 698 433

※訪問マッサージは､

マッサージ業者と利用者個人の契約によるもの｡

言語訓練
言語や認知機能に合わせて､意思伝達装
置等の導入及び訓練を行った｡また､摂食嚥
下機能の評価を行い､食形態の変更等を
行った｡認知症対応やコミュニケーション能
力の向上などを目的とした小グループ訓練
を継続実施した｡

機能訓練
訓練の必要性に応じ､理学療法士を中心
として機能維持訓練を実施した｡
臥位姿勢や座位ポジショニングについて､
評価を行い､姿勢保持用クッション等の提案
を行った｡また身体機能に合わせた車いす
などの補装具の調整･提案を行った｡

利用 延べ数

人数 前年

言語訓練 57 1,229 1,210

機能訓練 40 1,206 1,274

音楽療法 42 471 393

グループセラピー 7 220 548

合計 3,126 3,425

訪問マッサージ 39 4,051 3,449

音楽療法（月2回実施）
音楽の持つ生理的･心理的･社会的働きを
用いて､心身の障害の回復､機能の維持改
善､生活の質の向上､行動の変容などをは
かった｡
目的別に2つの小グループを構成し､音楽
の特性を活かし各機能の向上をはかった｡

0 50 100

診療科別通院数（日）

通 院 ･
入院実績

対象者 件 数

経管栄養 5 1,707

浣 腸 32 1,081

褥瘡処置 6 486

摘 便 3 79

膀胱洗浄 2 45

バルーン交換 1 5

その他

吸引/胃瘻･膀胱瘻処置/

採血/ストマケア/軟膏処置

眼科処置(点眼)/排便処置

ワクチン接種
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 (2)  

 (3)

 (4)

調理師や委託業者の担当者も加わり､給食に対する要望の実現に向け検討を行って
いる給食検討会は､感染対策から開催を見送った｡利用者､職員等からの要望は随時受
付し､施設長､栄養士が情報収集を行った｡

21

4月～3月 給食提供実績

①食事の提供形態；入所者の常食は17%（前年18%）

②栄養量

（カロリー制限食も含む）

③食事費用概算

給食費は､入所利用者より1日1,430円をいただ
いている｡（短期･通所は朝400円･昼650円･夕食
550円） ひとり当たりの1日の給食にかかわる費
用は1,875円（前年1,848円）となった｡

3.31現在

季節ごとのイベント食やちょっと贅沢を味わう｢お誕生日メニュー｣の提供を行った｡

厨房は足柄療護園とプレアデスホームの2箇所で稼働してお
り､ホームの厨房では､ホーム･プレアデス･ふくらんの食事を
作っている｡令和5年度の業務委託契約にかかわる入札の結
果､引き続き日清医療食品㈱に業務委託することになったが､
委託料については年間150万円程度の値上げとなった｡
提供食数は前年度とほぼ同数の104,757食であった｡

入所者の食事形態

4月4日 お花見弁当
5月5日 鰹のたたき

6月15日 紫陽花御膳
7月7日 七夕そうめん

8月30日 冷やし中華

9月29日 お月見丼

10月31日 ハロウィン

11月5日 ネギトロ丼

入所 県西 プレ ふくらん

常 食 10 51 16 31

一口大 12 2 2

１ｃｍ大 14 6 3

きざみ 8 2 5

超きざみ 5 1

ミキサー 5 4

経管栄養 4

合計 58 66 26 31

17%

21%

8% 足柄療護園 プレアデス

カロリー 1,613 k㌍ 1,945 k㌍

たんぱく質 60.5 ㌘ 66.8 ㌘

脂質 49.6 ㌘ 52.1 ㌘

カルシウム 545 m㌘ 604 m㌘

塩分 6.9 ㌘ 7.1 ㌘

食 数

朝 食 30,841

昼 食 42,906

夕 食 31,010

合 計 104,757

施 設 57,916

短期入所 2,598

県西福祉Ｃ 7,154

プレアデス 11,595

ホーム 22,290

職員他 3,204

令和5年度 令和4年度

業務委託費 39,424 千円 37,884 千円

食 材 費 32,855 千円 33,477 千円

給食費合計 72,279 千円 71,361 千円

１日当 1,875 円 1,848 円

※給食にかかわる光熱費は含まず｡

14%

9%

年4回「食のあり方検討会」を開催し､個人に適した食形態の提供と摂食嚥下機能の評
価をもとに安全な食事の提供を行った｡「食事観察依頼書（41件）」を用いて､適切な食事
形態の確保に多職種で取り組み､誤嚥性肺炎の罹患リスクの軽減に努めた｡また､補助栄
養を活用し､高齢化に伴う低栄養状態の予防に努めた

7%

12月25日 クリスマス
1月1日 お節
2月3日 恵方巻
3月3日 ひな祭

24%

常食

一口大

1ｃｍ大
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 (3) KW

(4) 

(5) 

(6) 

プレアデスの開所当初において近隣の方より､「声が家にまで聞こえてきて気になる」とい
うご意見を受け､カラオケや避難訓練など近隣住民の理解が必要な活動がある際には､事
前に挨拶に回りお知らせすることとした｡また「家の中に利用者が入ってきた」ことについて
は､門の開閉時間の調整など早急に対応を実施した｡

毎月の年12回来園いただき､利用者から30件の相談を受け､委員からのアドバイスを行う
とともに､相談内容については施設へ報告いただき適切に対処した｡ 〔足柄療護園〕

※K-フレンズ =かながわ身体障害福祉ネットワーク
（身体障害者自らが主となる権利擁護･苦情解決ネットワーク）

足柄療護園では58名のうち28名（前年度26名）が成年後見制度を利用し､3名が南足柄
市社協の安心サービスを利用している｡また､プレアデスでは登録27名中6名が､ふくらん
では35名中6名が制度を利用している｡プレアデスホームでは30名のうち13名（前年度13

名）が制度を利用し､社協の安心サービス利用は4名となっている｡

※KWネット =県西地区障害者施設権利擁護ネットワーク
（県西地区で活動するオンブズマン組織）

今年度より相談員が交代し例年通り年4回の訪問相談を実施した｡利用者延べ12名の相
談があった｡〔プレアデス〕

11月に職員に対して､利用者支援にか
かわり自らを省みる機会として､また利用
者の人権を尊重するうえで必要な心構え
を共通の認識とすることを目的に『人権
チェック』調査を実施した（回答97名）｡
令和4年の調査結果と比較すると､多く
の項目で評価が上がった｡最も評価の低
かった項目は､評価は向上したものの昨
年同様『利用者へのサービス提供に関
する悩みを持ち続けている』という内容で
あった｡評価が下がった項目に『同僚や
上司とのコミュニケーション』の項目が上
位にあることから､調査結果を踏まえ各部
署においてお互いにコミュニケーションが
とりやすいように職場環境の向上に努め
るよう周知した｡

最近､特に利用者へのサービス提供に関する悩
みを持ち続けている

意思決定支援を知っていますか？

利用者の年齢にふさわしい接し方をしている｡

評価の低かった項目

同僚とは日々のサービス提供に関わる相談を含
め､コミュニケーションがとりやすい雰囲気である｡

障害者差別禁止法を知っていますか？

上司とは日々のサービス提供に関わる相談を含
め､コミュニケーションがとりやすい雰囲気である｡

昨年に比べて評価の下がった項目

昨年に比べて評価の上がった項目

他の職員の利用者への対応について､問題があ
ると感じたことがある｡

利用者の言葉遣いや歩き方などのマネをしたこ
とがある｡

利用者への対応､受け答え､あいさつ等は､丁寧
に行うよう日々心がけている｡
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身体拘束ゼロに向け取り組みは､権利擁護委員会にて取り組んでいる｡足柄療護園入
所者についてはゼロを実現し､短期入所利用者の「居室施錠」の1件まで減らすことができ
た｡ （前年:入所1名1項目､短期1名1項目）
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 (4) ( )

各事業所共に防災計画に基づ
き､避難訓練を実施した｡
福祉避難所の協定を結んでいる
南足柄市より､サポート事業を活用
し､福祉避難所用の非常食を購入
した｡

リスクマネジメント報告書による事故件数は320件（うち行政への報告は35件）で前年の305

件とほぼ同数であった｡事業所別では足柄療護園が172件（前年149件）でもっとも多いが､
プレアデス等でも140件（前年145件）と多い｡内容別では､部署により違いが見られ､足柄療
護園では誤薬･服薬が最も多く22％､プレアデスでは利用者行為､ふくらんでは裂傷打撲､
ホームでは物品破損によるものが多い｡生命に係る緊急通院など大きな事例（ライフガード）
が12件（コロナ罹患などによる救急車搬送が6件など）と多く発生した｡

ヒヤッと共有書によるインシデントの件数は1年間で157件と前年の239件を下回った｡
内訳では､車いすからずり落ちそうなっていたなどの転倒/転落が最も多く46件（前年80

件）､薬の飲み忘れなど服薬にかかわる内容は38件（前年48件）､自力による移乗などの利
用者行為にかかわる内容が24件（前年34件）であった｡
部署別では､足柄療護園が104件（前年165件）と66％を占めた｡
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リスクマネジメント報告書内容（その他事業所を除く）

事故種別状況

月日 内 容

6月21日 総合訓練
管理棟1階厨房より出火を想定した避難訓練､通
報訓練､消火訓練等総合訓練を実施｡

9月 13日 総合訓練
居住棟1階娯楽室より出火を想定した避難訓練､
通報訓練､消火訓練等総合訓練を実施｡

12月20日 部分訓練
管理棟1F事務所より､出火を想定した避難
訓練､通報訓練を実施｡

3月29日 部分訓練
管理棟１F厨房より､夜間出火を想定した避
難訓練､通報訓練､を実施｡

足柄療護園 避難訓練等実施実績

足柄
療護園

県西
福祉C

プレア
デス等

合計

物品破損 28 2 38 68 21.3%

利用者行為 18 0 36 54 16.9%

誤薬服薬 39 0 12 51 15.9%

裂傷打撲 20 1 28 49 15.3%

転倒転落 31 3 14 48 15.0%

車両事故 1 1 6 8 2.5%

医療 8 0 0 8 2.5%

その他 17 0 5 22 6.9%

ライフガード 10 1 1 12 3.8%

合計
172 8 140 320

53.8% 2.5% 43.8%

物品破損 医療ケア

利用者行為 その他

服薬･誤薬 ライフガード

裂傷･打撲

転倒転落

車両事故

21%

16%

17%
15%

15%

コロナウイルス等感染症や大地震などの災害が発生すると､通常通りに業務を実施するこ
とが困難になることから､業務を中断させないように準備するとともに､中断した場合でも優先
業務を実施するため､あらかじめ検討した方針､体制､手順等を示した計画（BCP）を作成す
ることが義務付けられたことから､各事業所において作成し職員に周知した｡

物品破損

利用者行為

服薬
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広報委員会において広報誌「やまぶき」の発
行を行った｡例年通り3回の発行を行った｡主に
利用者･ご家族､地域自治会､関連業者､行政､
関連機関等へ約500部印刷し配布した｡

県西福祉会のホームページは､定期的な活動を中心
に更新を行った｡また､県西福祉会､足柄療護園､県西
福祉センターのフェイスブックページを活動やイベント
を中心に随時更新した｡ふくらんについては専用の
ホームページやフェイスブック（“いいね！”は1,551）､イン
スタグラム（フォロワー1,768人）､X（旧ツイッター（フォロワー525

人））､さらにThreads（スレッズ（フォロワー377人））を新たに活

用し､認知力向上につとめた｡

やまぶき発行実績
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小田原短期大学､北里大学の授業での出張講演に加え､海老名
市民生児童委員協議会の研修会に招かれ講演を行った｡
足柄療護園の施設見学が急増し､13名の利用者が､年37回〔受
講者1,051名〕の講演を行った｡

通巻 発行日 主な内容

81号 4月30日
令和5年度事業計画
各事業所ニュース 他

82号 7月31日
令和4年度事業報告
各事業所ニュース 他

83号 1月1日
新年のあいさつ
各事業所ニュース 他

小田原短期大学

月 日 依頼元 対象者 参加者

2023.6.17 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 言語聴覚学科1.2年生 5

2023.7.12 国際医療福祉大学 成田 言語聴覚学科3年生 40

2023.9.14 北里大学医療衛生学部 言語聴覚療法学専攻１年生 30

2023.10.25 小田原短期大学 保育学科1年生 110

2024.1.22 海老名市民協 研修会 民生児童委員 150

2023.12.14 中央医療健康大学校（視察兼） 理学療法学科 1年生 42

中央医療健康大学校

主な利用者講演実績（講演先一覧）※見学は除く

足柄療護園では､いずみ自治会と連携し､日中活動のボランティアへの協力が再開した｡関
本､福泉の自治会に加え､プレアデスでは生駒自治会に加入し地域清掃や地区防災訓練に
参加し､ホームでは山崎自治会に加入し､避難訓練の実施に際し近隣の組長に挨拶に行く
など地域自治会とのかかわりを深めた｡ふくらんでは南足柄市内11の自治会の夏祭りや秋祭
りに出店した｡また､いずみ自治会の協力のもと､12月に各家庭に注文書を配布し､個別に配
達を行う取り組みを実施し､ふくらん10周年の際は､送迎バスを稼働して来店にご協力いただ
いた｡
地域との交流の機会である「秋まつり」は中止とした｡

Instagram  /  X  /  Threads  /  facebook



17. ( / )

 (1) 

 (2) ( )

 (3) 

 (4) 

18.

 

足柄療護園入所者のご家族を対象に足柄療護園家族会を組織している｡会費納入者は
41家族｡5月に総会､12月に全体会を開催し､終了後に施設清掃にご協力いただいた｡（令
和5年度会長：佐藤慎祐氏） 家族会からボッチャ一式を寄付いただいた｡
プレアデスでは運動会などイベント開催時にご家族に声掛けしボランティアでご協力いた
だいた｡プレアデスホームでは､年末大掃除にご家族･後見人等の関係者に協力頂き､各個
人の居室を本人と一緒に清掃していただいた｡

コロナが落ち着いたこともあり､足
柄療護園では施設見学の希望が
多かった｡32団体716名の来園が
あった｡
見学にあたっては､施設内の見学
は行わず､3階ホールで施設紹介､
利用者講演等を行うにとどめた｡

施設入所者自ら自治会を組織し活動を実施してきたが､平成22年度より役員選出が滞り､

実質活動休止状態となっている｡
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足柄療護園では言語聴覚士､
プレアデスでは小田原短大2

名､鎌倉女子短大1名の保育実
習などを受入れた｡また､表とは
別に県西福祉センター､プレア
デスにて養護学校生徒の体験
実習を受入れた｡

実習受入実績

内  容 依頼先 受入数 実習期間

足 ST実習 北里大学 1 5/22～7/1（6週間）

プ 保育実習 鎌倉女子短期大学 1 8/11～8/24 （11日間）

プ 保育実習 小田原短期大学 2 8/14～8/25 （10日間）

プ 教員実習 足柄高校 1 8/17～8/28

プ インターン 足柄高校 1 6/19～6/23

電気料金が上昇し施設運営にも大きな影響を及ぼしていること
から､電気料金を削減することを目的に､自家消費型の太陽光発
電システムを導入した｡（総額1990万円うち補助金額402万円）

南足柄市共同募金会の配給を受け､県西福祉センターにリフト
付き送迎車両を整備した｡（総額398万円うち補助額190万円）

年月日 団 体 名 来園者

2023.9.7 寒川町民生児童委員協議会 52

2023.12.14 中央医療健康大学校理学療法学科 1年生 42

2024.2.8 東京都世田谷区梅丘地区社協 32

2023.10.31 静岡県伊豆の国市韮山地区民児協 31

2023.11.29 横浜市南区民生児童委員協議会 30

2023.10.19 横須賀市衣笠第二地区民児協 26

2023.7.7 茅ヶ崎市湘北地区民生児童委員協議会 25

2023.10.10 茨城県日立市民生児童委員協議会 25

2023.10.18 静岡県裾野市東地区民生児童委員協議会 25

合計 上記含め 32 団体 716

主な見学受入実績（受入人数順）

太陽光発電システムの整備劣化の激しい入所者用ベッド52台を更新した｡（総額636万円）
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